
2020・2021年度教研テーマ
キリスト教学校の使命と可能性―いのちの尊さと平和を求めて―

http://www.k-doumei.or.jp/　E-mail info@k-doumei.or.jp

７
（７45号）（１） （ ）昭和22年12月26日

第三種郵便物認可 ２０21年7月１５日（木）

（一社）キリスト教学校教育同盟
〒169−0051　
東京都新宿区西早稲田2−3−18 
日本キリスト教会館72号室
電 　 話 　 03（6233）8225
Ｆ Ａ Ｘ 　 03（6233）8226
理 事 長 　 西 原 　 廉 太
編 集 人 　 田 村 　 浩 一
頒 価 2 0 0 円（ 加 盟 法 人 の 購 読
料 は 会 費 に 含 ま れ て い ま す ）

（ 毎 月 １ 回 1 5 日 発 行 ）

▶︎第109回定時総会特集� 〈２〜４面〉

▶︎公募� 〈３面〉

▶︎キリスト教教育者物語� 〈４面〉

▶全国︎キリスト教学校人権教育セミナー�〈 〃 〉

▶︎行事予定� 〈 〃 〉

加
盟
校
動
静

「
日
を
正
し
く
数
え
る
」

　

父
と
子
と
聖
霊
の
御
名
に

よ
っ
て
。
ア
ー
メ
ン

生
涯
の
日
を
正
し
く
数
え
る

よ
う
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

知
恵
あ
る
心
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
。

�

（
詩
編
90
編
12
節
）

　　

今
朝
、
ご
一
緒
に
憶
え
た

い
聖
書
の
み
言
葉
で
あ
り
ま

す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
加
盟
校
の
皆
様
、
リ
モ
ー

ト
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
、
よ
う
こ
そ
桃
山
学
院

大
学
聖
テ
モ
テ
館
へ
、
心
よ

り
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
下
、
日
々
ご
苦

労
さ
れ
な
が
ら
歩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私

が
と
て
も
感
心
し
て
お
り
ま

す
の
は
、
生
徒
さ
ん
、
学
生

さ
ん
、
教
員
、
職
員
の
皆
様

が
、
本
当
に
よ
く
忍
耐
し
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
歩
ん
で
お

ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

運
動
会
、
遠
足
、
修
学
旅

行
、
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど

が
中
止
、
縮
小
さ
れ
て
い
く

中
で
、
よ
く
忍
耐
し
、
が
ん

ば
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
に
、
本
当
に
感
心
致
し
ま

す
。
ま
ず
そ
う
し
た
皆
様
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
先
ほ
ど
拝
読
し

て
頂
き
ま
し
た
詩
編
90
編
２

節
以
下
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
人
間
の
も
ろ
さ
、
は
か

な
さ
、
人
間
と
は
弱
い
存
在

だ
と
言
う
こ
と
も
日
々
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
以
前
次
の

よ
う
な
お
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
の
奥
地
で
伝
道

活
動
を
し
て
い
る
宣
教
師
の

も
と
へ
、「
チ
チ
キ
ト
ク
ス

グ
カ
エ
レ
」
の
電
報
が
届
い

た
。
そ
こ
で
彼
は
急
ぎ
荷
物

を
ま
と
め
、
７
・
８
人
の
現

地
の
人
を
雇
い
、
荷
物
を
運

ん
で
も
ら
い
、
海
岸
の
港
に

向
か
っ
て
出
発
し
た
。
彼
ら

は
山
を
越
え
原
野
を
横
切
り

沼
地
を
割
っ
て
、
で
き
る
限

り
の
速
さ
で
進
ん
だ
。
あ
る

朝
、
宣
教
師
が
「
さ
あ
、
行

こ
う
」
と
声
を
か
け
た
が
、

現
地
の
人
々
は
立
ち
上
が
ろ

う
と
し
な
い
。「
ど
う
し
た

ん
だ
。
間
に
合
わ
な
い
じ
ゃ

な
い
か
。」
と
い
う
と
、
彼

ら
の
一
人
が
こ
う
答
え
た
。

「
お
れ
た
ち
の
体
ば
か
り
が

あ
ん
ま
り
は
や
く
き
た
の

で
、
魂
が
追
い
付
か
な
い
の

だ
。
だ
か
ら
魂
が
や
っ
て
く

る
ま
で
待
っ
て
い
る
ん
だ
。」

　

体
（
科
学
技
術
）
ば
か
り

が
進
ん
で
し
ま
っ
て
魂

（
心
）
が
つ
い
て
来
な
い
と

い
う
、
現
代
社
会
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
お
話
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
、
将
来

へ
の
不
安
、
経
済
的
な
困
窮

の
中
、
体
だ
け
で
な
く
、
魂

・
心
が
傷
つ
い
て
、
現
状
に

つ
い
て
い
け
な
い
多
く
の
人

が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
す
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
と

言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
魂
が

状
況
に
つ
い
て
き
て
い
な
い

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
女
性
や
若
い
方
の

自
殺
に
、
そ
う
し
た
こ
と
が

現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
学
校
の
現
場
に

お
き
ま
し
て
も
、
心
と
体
の

ケ
ア
、
互
い
に
助
け
合
う
、

支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
神
さ
ま
が
生
徒
さ
ん
や

学
生
さ
ん
の
魂
を
お
守
り
く

だ
さ
る
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
生
涯
の
日
を
正

し
く
数
え
る
よ
う
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。」
と
い
う
詩
編

の
作
者
の
祈
り
が
、
私
の
心

に
毎
日
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

感
染
症
の
流
行
の
中
、
あ
ま

り
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
数

え
て
ば
か
り
い
る
か
ら
か
と

も
思
い
ま
す
。
感
染
者
の

数
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
の
数
、
入
院
さ
れ
る
方
の

数
、
重
症
者
の
数
、
…
…

　

思
い
め
ぐ
ら
し
て
お
り
ま

し
て
、
私
は
こ
ん
な
風
に
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詩
編
の
作
者
は
私
た
ち
に
、

別
の
数
を
数
え
る
よ
う
に
勧

め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

お
の
が
日
、
限
り
あ
る
人
生

を
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
教
え

て
、
日
々
を
価
値
あ
る
も
の

に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
言
う

祈
り
で
は
な
い
か
。

　

窮
屈
で
、
苦
痛
を
伴
う
時

間
も
含
め
て
、
す
べ
て
の
人

生
の
日
々
を
価
値
あ
る
も
の

に
す
る
数
え
方
を
学
ぶ
よ
う

に
、
詩
編
の
作
者
は
導
い
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
不
運

な
出
来
事
、
災
難
で
終
わ
ら

せ
る
の
で
は
な
く
て
、
ど
う

し
て
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な

状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。

　

こ
の
後
ど
の
よ
う
に
生
き

て
行
け
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

知
恵
の
心
を
得
よ
う
、
知
恵

の
心
を
求
め
よ
う
と
い
う
祈

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
大
き
な
苦
し
み
を
、
無

意
味
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

何
を
大
切
に
生
き
て
い
く

か
。
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
て

い
る
の
は
、
優
先
順
位
を
つ

け
る
と
す
る
と
、
ま
ず
「
命

を
大
切
に
し
よ
う
」「
命
を

守
り
合
お
う
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

今
総
会
で
は
、
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
い
て
桃
山
学
院

中
高
で
実
践
さ
れ
て
い
る

「
い
の
ち
の
教
育
」
で
湯
川

先
生
が
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

す
。「
い
の
ち
」
の
大
切
さ

に
つ
い
て
皆
様
と
分
か
ち
合

う
良
き
時
間
と
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
収
束
し
た

後
、
元
の
世
界
に
そ
の
ま
ま

戻
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
よ

い
社
会
・
世
界
に
変
革
し
て

い
く
と
言
う
こ
と
で
す
。
私

た
ち
が
お
預
か
り
し
て
い
る

生
徒
さ
ん
た
ち
、
学
生
さ
ん

た
ち
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ

て
育
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
牧

野
学
長
が
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ

ン
学
部
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
部
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

と
言
う
こ
と
は
あ
る
の
で
す

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
留

ま
ら
ず
、
こ
の
社
会
・
世
界

を
よ
り
良
い
も
の
に
変
え
て

い
く
担
い
手
を
育
て
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

桃
山
学
院
は
１
８
８
４
年

大
阪
川
口
居
留
地
に
産
声
を

あ
げ
、
今
年
で
１
３
７
年
、

大
学
は
１
９
５
８
年
こ
の
昭

和
町
に
開
設
さ
れ
、
63
年
目

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
底
流
を

流
れ
ま
す
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト

ー
は
「
自
由
と
愛
の
精
神
」

で
す
。
い
の
ち
の
教
育
、
社

会
に
奉
仕
し
、
よ
り
良
き
変

革
を
も
た
ら
す
人
の
育
成
、

こ
れ
ら
は
、
自
由
と
愛
の
精

神
の
具
体
的
な
表
れ
で
あ
り

ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
開
催
と
言
う
限

界
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
皆
様
と
こ
う
し
た
こ
と

を
分
か
ち
合
い
、
こ
れ
か
ら

の
私
た
ち
の
歩
み
を
展
望
す

る
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　　

祈
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
神
、
主
の
喜

び
が
、
わ
た
し
た
ち
の
上
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

わ
た
し
た
ち
の
手
の
働
き

を
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に

確
か
な
も
の
と
し
、

わ
た
し
た
ち
の
手
の
働
き

を
、
ど
う
か
確
か
な
も
の
と

し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
詩
編
90
編
17
節
）

　　

父
と
子
と
聖
霊
の
御
名
に

よ
っ
て
。
ア
ー
メ
ン　

各
地
区
総
会
開
催
さ
れ
る

東
北
・
北
海
道
地
区

日�

時
＝
５
月
21
日
（
金
）
15

時
〜
16
時
３
分

�　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン

関
東
地
区

日�

時
＝
５
月
22
日
（
土
）
13

時
〜
16
時
30
分

�　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン

関
西
地
区

日�

時
＝
５
月
15
日
（
土
）
13

時
〜
15
時
10
分

�　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン

西
南
地
区

日�

時
＝
４
月
13
日
（
火
）
〜

20
日
（
火
）

　

ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
開
催
・
メ

ー
ル
承
認
決
議

福
岡
女
学
院

　

十
時
忠
秀
氏
が
５
月
31
日

付
け
で
理
事
長
を
退
任
、
６

月
１
日
付
け
で
片
野
光
男
氏

が
後
任
に
就
任
（
福
岡
女
学

院
看
護
大
学
学
長
兼
任
）。

　

齋
藤
正
彦
氏
（
元
女
子
学

院
院
長
）

　

６
月
３
日
逝
去
、
95
歳
。

葬
儀
は
６
月
７
日
（
月
）
午

後
１
時
30
分
か
ら
東
京
都
千

代
田
区
の
日
本
基
督
教
団
富

士
見
町
教
会
で
執
り
行
わ
れ

た
。
１
９
８
３
〜
２
０
０
１

年
教
育
同
盟
の
常
任
理
事

（
教
研
、
総
務
担
当
他
）
を

務
め
ら
れ
た
。
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

開
会
礼
拝
　

西
原
理
事
長
挨
拶
（
２
面
参
照
）　

（全体はホームページに掲載しています）Zoom参加者（一部）とともに

磯
晴
久
桃
山
学
院
学
院
長

開
会
礼
拝
メ
ッ
セ
ー
ジ

第 １０９ 回定時総会
６月４日（金）・５日（土）

桃山学院大学昭和町キャンパスより
オンラインにて開催される
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れ
た
。

（
３
）
補
欠
理
事
の
選
任

　
事
務
局
よ
り
、
補
欠
理
事

の
選
任
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
た
。、
以
下
の
推
薦
候

補
者
が
、
審
議
事
項
と
し
て

第
１
回
理
事
会
（
５
月
１
日

開
催
）を
経
て
上
程
さ
れ
た
。

理
事
候
補
者
（
３
名
）

　

�

小
池
一
夫
（
桜
美
林
学

園
、
常
任
理
事
会
推
薦
）

　

�

小
室
尚
子
（
金
城
学
院
、

常
任
理
事
会
推
薦
）

　

�

阿
久
戸
光
晴
（
福
岡
女
学

院
、
西
南
地
区
推
薦
）

　
上
記
の
候
補
者
が
画
面
共

有
で
示
さ
れ
、
議
長
は
一
括

審
議
の
同
意
を
得
て
議
場
に

諮
り
、
補
欠
理
事
の
選
任
に

つ
い
て
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。
選
任
さ
れ
た
理
事
は

本
決
議
内
容
を
異
議
な
く
承

諾
し
た
。

（
４
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
特
に
な
し
。

　
議
事
終
了
後
、
選
任
さ
れ

た
理
事
及
び
監
事
に
よ
り
第

３
回
理
事
会
及
び
第
３
回
常

任
理
事
会
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催

し
た
。

Ⅵ
．
昼
食
・
休
憩

（
11
時
35
分
〜
13
時
20
分
）

Ⅶ
．
記
念
撮
影
（
13
時
25
分

〜
13
時
35
分
）

　
会
場
に
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加

者
の
画
面
と
共
に
撮
影

　
事
務
局
よ
り
、
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
先
立
ち
、
開
催
さ

れ
た
第
３
回
理
事
会
に
お
い

て
常
任
理
事
が
選
任
さ
れ
、

続
い
て
開
催
さ
れ
た
第
３
回

常
任
理
事
会
に
て
担
当
役
割

が
決
議
さ
れ
、
そ
の
結
果
が

以
下
の
と
お
り
報
告
さ
れ
た

（
画
面
共
有
で
表
示
、
別
表

参
照
）。

　
理
事
長
・
理
事
・
監
事
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
（
一
覧

参
照
）。　

※
今
回
選
任
の
理
事
・
監
事

の
任
期
は
２
０
２
２
年
６
月

に
予
定
の
定
時
総
会
終
結
ま

で
。

Ⅷ
．
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
13

時
40
分
〜
15
時
30
分
）

場�

所
＝
聖
テ
モ
テ
館
８
Ｃ
教

室
講
演
Ⅰ
「
い
の
ち
の
教
育
」

（
13
時
40
分
〜
14
時
15
分
）

講�

演
者
＝
＝
湯
川
敦
代
（
桃

山
学
院
中
学
校
高
等
学
校

養
護
教
諭
）

講
演
Ⅱ
「
創
造
力
・
実
践
力

を
高
め
る
教
育
の
推
進
︱
ビ

ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
取

り
組
み
︱
」（
14
時
40
分
〜

15
時
30
分
）

講�

演
者
＝
牧
野
丹
奈
子
（
桃

山
学
院
大
学
学
長
）

　
以
上
を
も
っ
て
、
定
時
総

会
第
１
日
目
の
議
事
の
全
て

が
終
了
し
た
。

〔
第
２
日
〕６
月
５
日（
土
）

Ⅸ
．
礼
拝
（
10
時
〜
10
時
30

分
）

場�

所
＝
桃
山
学
院
大
学
聖
テ

モ
テ
館
８
Ｃ
教
室

司�

式
・
説
教
＝
「
遺
志
を
継

ぐ
者
」
松
平
功
（
桃
山
学

院
学
教
育
大
学
チ
ャ
プ
レ

ン
）

奏�

楽
＝
堀
江
光
一
（
桃
山
学

院
大
学
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）

組�

織
（
10
時
30
分
〜
10
時
35

分
）

　
事
務
局
よ
り
、
定
時
総
会

第
２
日
目
の
再
開
が
告
げ
ら

れ
、
議
長
は
引
き
続
き
理
事

長
の
西
原
廉
太
氏
が
あ
た
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
、

　
出
席
会
員
数
及
び
そ
の
議

決
権
数
の
確
認（
第
２
日
目
）

総
会
員
数
＝
１
０
２
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

６
６
個

議
決
権
行
使
書
＝
79
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

３
２
個

議
長
委
任
＝
23
法
人　

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
34

個
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
申
込
者
＝
１
５
３

名
）

　
以
上
の
と
お
り
、
議
長
委

�

（
３
面
に
つ
づ
く
）

理事長・理事・監事一覧
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任期：�2020年定時総会～2022年定時総会（２年間）、�
及び補欠理事は2021年定時総会～2022年定時総会（１年間）	
（理事長１名・常任理事11名・理事８名・常任監事１名・監事1名、合計22名）

理 事 長	 西原　廉太（立教学院）
常任理事	 寺嶋　　潔（女子学院）	 総務理事

常任理事	 坂田　雅雄（横浜共立学園）	 会計理事
常任理事	 山本与志春（青山学院）	 会計理事

常任理事	 小暮　修也（明治学院）	 教育研究委員会担当理事

常任理事	 湯口　隆司（活水学院）	 広報委員会担当理事

常任理事	 松田　和憲（関東学院）	 国際交流担当理事

常任理事	 飯　　　謙（神戸女学院）	 キリスト教学校教育懇談会担当理事

常任理事	 大西　晴樹（東北学院）	 東北・北海道地区代表理事

常任理事	 山口　　博（聖学院）	 関東地区代表理事

常任理事	 八田　英二（同志社）	 関西地区代表理事

常任理事	 ギャーリ・バークレー（西南学院）	 西南地区代表理事

理　　事	 古川　敬康（北星学園）
理　　事	 小池　一夫（桜美林学園）
理　　事	 中島　昭子（捜真学院）
理　　事	 安藤理恵子（玉川聖学院）
理　　事	 磯　　晴久（桃山学院）
理　　事	 小室　尚子（金城学院）
理　　事	 舟木　　讓（関西学院）
理　　事	 阿久戸光晴（福岡女学院）

常任監事	 嶋田　順好（宮城学院）
監　　事	 増田　　仰（折尾愛真学園）

� 以上

出
田
善
蔵
桃
山
学
院
理
事
長
挨
拶

　

『
岐
阜
新
聞
』
の
記
者
の
方

と
お
知
り
合
い
に
な
り
、
素
敵

な
記
事
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。
２
０
１
８
年
２
月
11
日

付
け
『
岐
阜
新
聞
』
の
「
素

描
」
と
い
う
コ
ラ
ム
に
、
飛
騨

市
長
で
あ
る
都
竹
淳
也
（
つ
づ

く
じ
ゅ
ん
や
）
さ
ん
が
寄
稿
さ

れ
た
「
障
が
い
児
の
親
と
し

て
」
と
題
さ
れ
た
、
こ
の
よ
う

な
記
事
で
し
た
。

　

「
私
の
次
男
は
最
重
度
の
知

的
障
が
い
の
あ
る
自
閉
症
児
で

あ
る
。
特
別
支
援
学
校
中
学
部

の
１
年
生
。
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
る
。

　

次
男
の
障
が
い
が
分
か
っ
た

の
は
２
歳
の
頃
だ
。
言
葉
の
遅

れ
な
ど
が
顕
著
で
、
不
安
に
駆

ら
れ
、
医
師
の
診
察
を
受
け
、

自
閉
症
と
の
診
断
を
受
け
た
。

今
も
知
的
に
は
幼
児
程
度
だ

し
、
困
難
な
こ
と
も
多
い
が
、

我
が
子
は
か
わ
い
い
。
自
分
自

身
も
障
が
い
の
あ
る
子
を
持
っ

て
、大
き
く
変
わ
っ
た
と
思
う
。

　

次
男
の
い
い
と
こ
ろ
は
ど
こ

だ
ろ
う
と
毎
日
見
て
い
る
う
ち

に
、
同
じ
よ
う
に
職
場
の
部
下

や
同
僚
を
見
る
よ
う
に
な
り
、

強
み
を
伸
ば
す
組
織
運
営
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
弱
い
立
場

の
人
た
ち
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
障
が
い
児
者
だ
け
で
な

く
、
病
気
や
生
活
困
窮
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
、
厳
し
い
状
況

に
い
る
人
た
ち
を
助
け
た
い
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

う
し
た
頃
、
県
職
員
だ
っ
た
私

は
、
願
い
叶
っ
て
障
が
い
児
者

支
援
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で

き
、
重
症
心
身
障
が
い
児
者
を

医
療
面
か
ら
支
え
る
仕
事
に
打

ち
込
ん
だ
。

　

市
長
と
な
っ
た
今
も
、
弱
い

立
場
の
方
々
の
支
援
は
市
政
の

最
重
点
だ
。
こ
う
し
た
分
野
に

取
り
組
む
の
は
、
誤
解
を
恐
れ

ず
に
言
え
ば
、
自
分
の
子
ど
も

の
た
め
で
あ
る
。
公
職
に
あ
る

自
分
が
支
援
を
充
実
さ
せ
れ

ば
、
多
く
の
方
々
が
救
わ
れ

る
。
そ
れ
は
次
男
が
私
を
し
て

な
さ
し
め
た
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
子
が
世
の
中
の
お
役
に
立
て

た
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
こ
の

こ
と
だ
け
は
徹
底
し
て
親
ば
か

で
あ
り
た
い
と
思
う
」

　

　

こ
の
記
事
を
読
ん
だ
時
に
、

私
は
、
私
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教

教
育
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
キ

リ
ス
ト
教
教
育
と
は
実
は
と
て

も
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
。
私
た
ち
の
学
校
に
つ

ら
な
る
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
を
、
私
た
ち
自
身
の
大
切

な
実
の
子
ど
も
の
よ
う
に
思
え

ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
私
た

ち
が
徹
底
し
て
「
親
ば
か
」
で

あ
り
続
け
れ
ば
良
い
の
で
は
な

い
か
。
私
た
ち
も
、
私
た
ち
の

「
子
ど
も
た
ち
」
の
た
め
に
、

精
一
杯
に
、
自
信
を
も
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
キ
リ
ス
ト

教
教
育
を
共
々
に
担
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

〈
立
教
大
学
総
長
〉

西原廉太理事長
挨　拶

第
109
回
定
時
総
会
議
事
録
よ
り

〔
第
１
日
〕６
月
４
日（
金
）

Ⅰ
．
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
入
室
（
９
時

30
分
〜
10
時
）

Ⅱ
．
開
会
礼
拝
（
10
時
〜
10

時
20
分
）

場�

所
＝
桃
山
学
院
大
学
聖
テ

モ
テ
館
８
Ｃ
教
室

司�

式
・
説
教
＝
「
日
を
正
し

く
数
え
る
」
磯
晴
久
（
桃

山
学
院
学
院
長
）

奏�

楽
＝
堀
江
光
一
（
桃
山
学

院
大
学
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）

Ⅲ
．
挨
拶
（
10
時
30
分
〜
10

時
40
分
）

（
１
）
理
事
長
挨
拶

　
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
西
原
廉
太

理
事
長
よ
り
、
開
会
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
た
（
要
旨
別

掲
）。

　
挨
拶
の
中
で
、
本
日
の
定

時
総
会
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

臨
時
で
全
面
的
に
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
な
っ
た
こ
と
（
２

０
２
１
年
５
月
14
日
開
催
の

臨
時
電
子
理
事
会
決
議
）、

総
会
参
加
者
受
入
れ
及
び
感

染
症
対
策
に
係
る
準
備
を
直

前
ま
で
行
っ
て
き
た
会
場
校

で
あ
る
桃
山
学
院
へ
の
感
謝

の
意
が
表
明
さ
れ
た
。 

（
２
）
会
場
校
挨
拶

　
学
校
法
人
桃
山
学
院
出
田

理
事
長
よ
り
、
昨
年
来
、
継

続
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
大
変
残
念
で
あ
る
旨
、

昨
年
８
月
に
竣
工
し
た
本
会

場
で
あ
る
聖
テ
モ
テ
館
へ
機

会
が
あ
れ
ば
是
非
お
立
ち
寄

り
い
た
だ
き
た
い
旨
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
た
。

Ⅳ
．
組
織
（
10
時
40
分
〜
10

時
45
分
）

（
１
）
出
席
会
員
数
及
び
そ

の
議
決
権
数
の
確
認
（
第
１

日
目
10
時
現
在
）

総
会
員
数
＝
１
０
２
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

６
６
個

議
決
権
行
使
書
＝
79
法
人

　

�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
１

３
２
個

議
長
委
任
＝
23
法
人　

　
�

こ
の
議
決
権
の
総
数
＝
34

個
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
申
込
者
＝
１
４
８

名
）

　
以
上
の
と
お
り
、
議
長
委

任
会
員
も
含
め
、
総
会
員
の

議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る

会
員
が
出
席
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

（
２
）
総
会
成
立
宣
言
・
議

長
紹
介

　
事
務
局
よ
り
、
定
款
第
18

条
に
基
づ
き
、
理
事
長
の
西

原
廉
太
氏
が
本
総
会
の
議
長

を
務
め
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
議
長
が
開
会
を
宣
言
し

た
。

（
３
）
議
事
録
作
成
者
指
名

・
議
事
録
署
名
人
推
薦

　
議
事
録
作
成
者
に
桃
山
学

院
の
雑
賀
淳
氏
、
大
西
健
太

氏
（
総
務
部
総
務
課
）
が
指

名
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
録
署
名
人
に
北
星
学

園
理
事
長
・
学
園
長
の
古
川

敬
康
氏
、
捜
真
学
院
学
院
長

の
中
島
昭
子
氏
が
推
薦
さ

れ
、
選
任
さ
れ
た
。

（
４
）
総
会
日
程
の
承
認

　
議
長
よ
り
、
定
時
総
会
議

案
書
（
以
下
「
議
案
書
」
と

表
記
）（
Ｐ
５
〜
８
）
に
よ

り
総
会
日
程
が
説
明
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

（
５
）
報
告
書
委
員
会
付
託

事
項
報
告

　
延
康
之
報
告
書
委
員
会
委

員
長
（
桃
山
学
院
総
務
部
総

務
課
総
務
担
当
課
長
）
よ

り
、
議
案
書
（
Ｐ
65
）
に
基

づ
き
報
告
書
精
査
に
関
す
る

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
な
お
、
議
長
は
出
席
者
の

音
声
が
即
時
に
他
の
出
席
者

に
伝
わ
り
、
出
席
者
が
一
同

に
会
す
る
の
と
同
時
に
適

時
、
的
確
な
意
見
表
明
が
互

い
に
で
き
る
状
態
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

Ⅴ
．
議
事
（
10
時
45
分
〜
11

時
35
分
）

１
．
報
告
１

（
１
）
事
務
局
報
告

１
）
加
盟
校
動
静
に
関
す
る

報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
１
０
６
）
に
基
づ
き
、

加
盟
校
の
動
静
に
関
す
る
報

告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

２
）
加
盟
校
人
事
異
動
に
関

す
る
報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
１
０
７
〜
１
０
９
）
に

基
づ
き
、
加
盟
校
人
事
異
動

に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

３
）
常
任
理
事
会
・
理
事
会

に
関
す
る
報
告

　
事
務
局
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
14
〜
50
）
に
基
づ
き
、

常
任
理
事
会
・
理
事
会
に
関

す
る
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

４
）
そ
の
他
に
関
す
る
報
告

　
坂
田
雅
雄
助
成
選
考
委
員

会
委
員
長
（
横
浜
共
立
学

園
）
よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
55

〜
56
及
び
Ｐ
１
２
２
〜
１
３

２
）
に
基
づ
き
報
告
、
伊
藤

悟
委
員
長
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
54
）
に
基
づ
き
教
員
免

許
状
更
新
講
習
講
座
委
員
会

事
業
報
告
、
議
長
よ
り
地
区

協
議
会
報
告
書
及
び
地
区
提

出
議
案
（
特
に
な
し
）
に
つ

き
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

（
２
）
監
査
報
告

　
嶋
田
順
好
常
任
監
事
（
宮

城
学
院
）
よ
り
、
議
案
書

（
Ｐ
67
〜
68
）
に
基
づ
き
２

０
２
０
年
度
事
業
及
び
計
算

書
類
に
つ
い
て
監
査
を
実
施

し
た
こ
と
、
及
び
監
査
結
果

の
報
告
が
な
さ
れ
、
一
同
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

２
．
審
議
１

（
１
）
２
０
２
０
年
度
事
業

報
告
の
承
認

　
事
務
局
よ
り
議
案
書
（
Ｐ

51
〜
56
）
に
基
づ
き
本
部
事

業
報
告
、
小
暮
修
也
教
育
研

究
委
員
会
担
当
理
事
（
明
治

学
院
）
よ
り
議
案
書
（
Ｐ
57

〜
62
）
に
基
づ
き
教
育
研
究

委
員
会
報
告
、
湯
口
隆
司
広

報
担
当
理
事
（
活
水
学
院
）

よ
り
議
案
書
（
Ｐ
63
〜
64
）

に
基
づ
き
広
報
委
員
会
事
業

報
告
が
な
さ
れ
た
。

（
２
）
２
０
２
０
年
度
計
算

書
類
の
承
認

　
坂
田
雅
雄
会
計
担
当
理
事

（
横
浜
共
立
学
園
）
よ
り
、

議
案
書
（
Ｐ
69
〜
80
）
に
基

づ
き
２
０
２
０
年
度
決
算
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
会

場
に
諮
り
異
議
な
く
承
認
さ
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タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
保
存

・
管
理
・
共

有
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
、
画

面
共
有
に
基

づ
き
報
告
さ

れ
た
。

２
）
教
育
同

盟
史
資
料
整

理
・
保
存
の

現
状
と
展
望

　
辻
直
人
明

治
学
院
歴
史

資
料
館
研
究

員
・
元
同
盟

百
年
史
編
纂

委
員
よ
り
、
画
面
共
有
に
基

づ
き
、
教
育
同
盟
史
資
料
整

理
・
保
存
の
現
状
、
今
後
の

保
存
の
た
め
の
脱
酸
処
理
、

補
修
、
中
性
紙
保
管
箱
へ
の

収
納
、
未
見
の
史
資
料
の
発

見
・
課
題
に
関
す
る
報
告
が

な
さ
れ
た
。

（
２
）
事
務
局
よ
り

　
特
に
な
し
。

任
会
員
も
含
め
、
総
会
員
の

議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る

会
員
が
出
席
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

Ⅹ
．
議
事
（
10
時
35
分
〜
12

時
20
分
）

１
．
報
告
２

（
１
）
２
０
２
１
年
度
事
業

計
画
案
の
報
告

　
担
当
委
員
長
及
び
事
務
局

よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
９２
〜

96
）
に
基
づ
き
以
下
の
項
目

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

〈
説
明
項
目
〉

・
新
規
継
続
事
業

　
全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

（
吉
田
太
郎
委
員
長
〈
立
教

女
学
院
〉）、
中
小
規
模
学
校

法
人
の
連
携
協
力
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
湯
口
隆
司
委
員

長
〈
活
水
学
院
〉）、
学
内
教

職
員
研
修
会
講
師
派
遣
制
度

（
小
暮
修
也
委
員
長
〈
明
治

学
院
〉）、
教
育
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
（
長
谷
川
洋

一
委
員
長〈
大
阪
女
学
院
〉）

・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教

員
免
許
状
更
新
講
習
（
伊
藤

悟
委
員
長
〈
青
山
学
院
〉）

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇

談
会

・
出
版
・
印
刷
物
関
係

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職
員

就
職
支
援

・
公
益
目
的
支
出
計
画

（
２
）
２
０
２
１
年
度
教
育

研
究
委
員
会
事
業
計
画
の
報

告
　
小
暮
修
也
教
育
研
究
委
員

会
担
当
理
事
（
明
治
学
院
）

よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
９７
〜
１

０
２
）
に
基
づ
き
、
２
０
２

１
年
度
教
育
研
究
事
業
計
画

に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ

た
。
同
委
員
会
で
は
リ
ト
リ

ー
ト
要
素
の
強
い
研
修
会
で

は
対
面
、
講
演
中
心
の
研
修

会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
適
し

て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
以
上
、
報
告
・
説
明
の
後

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
３
）
２
０
２
１
年
度
広
報

委
員
会
事
業
計
画
の
報
告

※
採
用
予
定
日
は
特
記
以
外

22
年
４
月
１
日
で
す

▽
宮
城
学
院
女
子
大
学

▼
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
学
科

職�

種
＝
①
経
済
学
②
地
域
社

会　

教
授
、
准
教
授
又
は

助
教
各
１
名

▼
教
育
学
部
教
育
学
科

職�

種
＝
①
英
語
科
教
育　

助

教
１
名
②
社
会
福
祉
学

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）

教
授
、
准
教
授
又
は
助
教

１
名

▼
生
活
科
学
部
生
活
文
化
デ

ザ
イ
ン
学
科

職�

種
＝
建
築
環
境
学　

教

授
、
准
教
授
又
は
助
教
１

名
▼
生
活
科
学
部
食
品
栄
養
学

科職�

種
＝
①
分
子
栄
養
学　

教

授
、
准
教
授
又
は
助
教
１

名
②
調
理
学　

教
授
又
は

准
教
授
１
名

▼
学
芸
学
部
心
理
行
動
科
学

科職�

種
＝
感
性
心
理
学　

教

授
、
准
教
授
又
は
助
教
１

名
応
募
締
切
＝
７
月
26
日

▼
学
芸
学
部
日
本
文
学
科

職�

種
＝
日
本
文
学
（
説
話
・

伝
承
文
学
）
教
授
又
は
准

教
授
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
16
日

問
合
せ
＝
☎022-279-4698

▽
聖
学
院
大
学

▼
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

職�

種
＝
近
現
代
文
学　

准
教

授
１
名

▼
人
文
学
部
児
童
学
科

職�

種
＝
教
育
心
理
学
も
し
く

は
発
達
心
理
学　

教
授
１

名
▼
心
理
福
祉
学
部
心
理
福
祉

学
科

職�

種
＝
心
理
学　

准
教
授
又

は
助
教
１
名

▼
基
礎
総
合
教
育
部

職�

種
＝
教
育
工
学
な
い
し
情

報
学　

教
授
、
准
教
授
又

は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
30
日

▼
政
治
経
済
学
部
政
治
経
済

学
科

職�

種
＝
社
会
学　

教
授
又
は

准
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
8
月
23
日

問
合
せ
＝
☎048-781-0946

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

▼
国
際
交
流
学
部

職�

種
＝
情
報
学　

教
授
、
准

教
授
又
は
助
教
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
19
日

問
合
せ
＝
☎045-812-8211

▽
山
梨
英
和
大
学

▼
人
間
文
化
学
部
人
間
文
化

学
科

職�

種
＝
①
臨
床
心
理
学
（
大

学
院
臨
床
心
理
学
専
攻
を

含
む
）
教
授
、
准
教
授
又

は
専
任
講
師
２
名
②
情
報

科
学
分
野　

教
授
、
准
教

授
又
は
専
任
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
31
日

問
合
せ
＝
☎055-223-6020

▽
広
島
女
学
院
大
学

▼
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

職�

種
＝
①
国
語
科
教
育
②
日

本
古
典
文
学　

准
教
授
又

は
専
任
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
31
日

問
合
せ
＝
☎082-228-0386

▽
四
国
学
院
大
学

▼
文
学
部

職�

種
＝
英
語
教
育
、
異
文
化

理
解　

准
教
授
又
は
助
教

１
名

応
募
締
切
＝
９
月
10
日

問
合
せ
＝
☎0877-62-3969

▽
松
山
東
雲
女
子
大
学

▼
人
文
科
学
部
心
理
子
ど
も

学
科
子
ど
も
専
攻

職�

種
＝
教
育
原
論
、
他　

講

師
以
上
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
12
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
松
山
東
雲
短
期
大
学

▼
保
育
科

職�

種
＝
①
保
育
実
習
他
②
教

育
実
習
他　

講
師
以
上
各

１
名

応
募
締
切
＝
８
月
12
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
福
岡
女
学
院
大
学

▼
人
間
関
係
学
部
子
ど
も
発

達
学
科

職�

種
＝
保
育
表
現
技
術
に
関

す
る
分
野　

講
師
１
名

応
募
締
切
＝
8
月
20
日

問
合
せ
＝
☎092-575-2971

▽
福
岡
女
学
院
大
学
短
期
大

学
部

▼
英
語
科

職�

種
＝
英
語
学
、
他　

教
授

１
名

応
募
締
切
＝
７
月
30
日

問
合
せ
＝
☎092-575-3980

▽
活
水
女
子
大
学

▼
健
康
生
活
学
部
子
ど
も
学

科職�

種
＝
学
校
保
健
分
野　

教

授
、
准
教
授
、
講
師
又
は

助
教
１
名

応
募
締
切
＝
8
月
16
日

問
合
せ
＝
☎095-820-6041

▽
青
山
学
院
高
等
部

職�

種
＝
外
国
語
科
（
韓
国
・

朝
鮮
語
）　

非
常
勤
講
師

１
名

応
募
締
切
＝
７
月
30
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-3880

▽
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校職�

種
＝
英
語
科　

特
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
８
月
19
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1211

▽
北
陸
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
情
報
科
、
英
語
科
、

理
科
（
物
理
）
専
任
教
諭

各
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
30
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

▽
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学

校職�

種
＝
理
科　

専
任
教
員
２

名
応
募
締
切
＝
８
月
24
日

問
合
せ
＝
☎075-781-7121

▽
桃
山
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
国
語
科　

専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
８
月
２
日

問
合
せ
＝
☎06-6621-1181

▽
松
蔭
中
学
校
・
高
等
学
校

職�

種
＝
国
語
科
、
英
語
科
専

任
教
員
又
は
常
勤
講
師
若

干
名
、
家
庭
科
、
社
会
科

専
任
教
員
又
は
常
勤
講
師

各
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
16
日

問
合
せ
＝
☎078-861-1105

▽
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
国
語
科
、
社
会
科
、

理
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）

専
任
教
諭
各
１
名
、
情
報

科
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
９
日

問
合
せ
＝
☎092-841-1317

▽
聖
学
院
小
学
校

職�

種
＝
英
語
科
、
音
楽
科　

教
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
７
月
20
日

問
合
せ
＝
☎03-3917-1555

▽
西
南
学
院
小
学
校

職�

種
＝
専
任
教
員
若
干
名

応
募
締
切
＝
８
月
27
日

問
合
せ
＝
☎092-841-1600

▽
北
陸
学
院

職�

種
＝
事
務
職
員
①
財
政
・

経
理
業
務
②
事
務
系
業
務

各
１
名

採
用
予
定
日
＝
応
相
談

応�

募
締
切
＝
①
随
時
②
８
月

31
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

▽
自
由
学
園

職�

種
＝
幼
稚
園
～
最
高
学
部

養
護
教
諭
１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
１
日

応
募
締
切
＝
７
月
10
日

問
合
せ
＝
☎042-422-3114

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

　

本
日
の
福
音
書
で
大
切
な
の

は
「
蛇
の
よ
う
に
賢
く
、
鳩
の

よ
う
に
素
直
に
な
り
な
さ
い
」

と
い
う
教
え
で
す
。「
賢
く
」

と
言
っ
て
も
悪
賢
い
方
の
賢
さ

な
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
賢

さ
で
上
手
く
商
売
し
た
り
蓄
財

し
た
り
す
る
人
は
い
ま
す
が
、

悪
賢
く
あ
る
と
同
時
に
鳩
の
よ

う
に
素
直
で
あ
る
と
い
う
よ
う

な
人
が
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問

で
す
。
つ
ま
り
「
蛇
の
よ
う
に

賢
く
、
鳩
の
よ
う
に
素
直
に
」

と
は
、
か
な
り
極
端
な
教
え
だ

と
思
う
の
で
す
。

　

さ
て
、
桃
山
学
院
は
今
年
で

創
立
１
３
７
年
を
迎
え
ま
し

た
。
明
治
初
期
に
大
阪
の
外
国

人
居
留
地
で
英
国
人
宣
教
師
Ｃ

・
Ｆ
・
ワ
レ
ン
師
が
教
会
の
部

屋
を
使
っ
て
、
た
っ
た
11
人
の

生
徒
か
ら
始
め
た
の
が
桃
山
で

す
。
１
３
７
年
を
経
た
現
在
、

桃
山
は
中
学
・
高
校
・
そ
し
て

二
つ
の
大
学
を
運
営
す
る
教
育

機
関
に
成
長
し
ま
し
た
。
新
し

く
建
て
ら
れ
た
、
９
階
建
て
の

聖
テ
モ
テ
館
や
各
キ
ャ
ン
パ
ス

を
、
創
立
者
で
あ
る
ワ
レ
ン
師

が
見
た
ら
、
ど
う
お
っ
し
ゃ
る

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
信
教

の
自
由
が
十
分
に
保
証
さ
れ
な

い
当
時
の
日
本
で
、
桃
山
創
立

の
困
難
さ
は
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ワ
レ
ン
師
を
は
じ

め
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
に
繋
が
る
各
学
校
の
創
立
者

も
様
々
な
思
い
を
も
っ
て
、
教

育
に
専
念
し
て
来
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
我
々
は
そ
の
よ
う

な
創
立
者
の
「
遺
志
を
継
ぐ

者
」
と
し
て
、
常
に
初
心
に
帰

っ
て
考
え
る
と
い
う
態
度
が
重

要
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
を
土
台

と
す
る
全
て
の
教
育
機
関
は
、

創
立
者
の
思
い
を
手
本
と
す
る

賢
さ
が
い
る
し
、
そ
の
手
本
を

受
け
入
れ
る
素
直
さ
も
必
要
で

す
。

　

21
世
紀
の
学
校
運
営
は
少
子

化
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
問

題
を
抱
え
、
昔
と
は
違
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中

で
も
創
立
者
の
遺
志
を
継
ぎ
、

キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
保
持
す
る

学
校
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
学

校
運
営
の
中
心
と
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
そ

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
と

し
て
蛇
の
よ
う
に
賢
く
考
え
て

歩
み
、
ど
の
様
な
中
で
も
、
素

直
な
心
で
天
を
見
上
げ
て
、
信

仰
と
希
望
と
愛
を
求
め
る
教
育

機
関
と
し
て
邁
進
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
、
心
か
ら
願
う
次
第

で
す
。

〈
桃
山
学
院
教
育
大
学
チ
ャ
プ

レ
ン
〉

松 平 　 功

（
定
時
総
会
特
集
４
面
中
段

に
続
く
）

朝の礼拝説教

詩編19、マタイによる福音書10・16

遺志を継ぐ者

第
２
日
目
朝
の
礼
拝

議
事
進
行
中

山
本
与
志
春
青
山
学
院
院
長
（
ス
ク

リ
ー
ン
）
よ
り
桃
山
学
院
に
感
謝
の

こ
と
ば

公
　
募

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
土
台
と
し
た
講
座
で
す
。

・
21
年
度
申
込
受
付
＝
２
月
16
日
〜
22
年
３
月
30
日

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
湯
口
隆
司
広
報
担
当
理
事

（
活
水
学
院
）
よ
り
、
議
案

書
（
Ｐ
１
０
３
）
に
基
づ
き

２
０
２
１
年
度
広
報
委
員
会

事
業
計
画
に
関
す
る
報
告
が

な
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
学
校
礼
拝
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
と
オ
ン
ラ

イ
ン
座
談
会
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
、
２
０
２
１
年
度

計
画
は
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

（
４
）
２
０
２
１
年
度
予
算

の
報
告

　
坂
田
雅
雄
会
計
担
当
理
事

よ
り
、
議
案
書
（
Ｐ
１
０
４

〜
１
０
５
）
に
基
づ
き
２
０

２
１
年
度
予
算
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

（
５
）
そ
の
他

　
特
に
な
し
。

２
．
報
告
３

（
１
）
新
規
事
業
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
に
つ
い
て

１
）
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

運
用
検
討
の
取
り
組
み
報
告

　
寺
嶋
潔
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
運
用
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
座
長
（
女
子
学

院
）
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契

機
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
運
用
検
討
の
取
り
組
み

に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
伊
藤
悟
委
員
か

ら
、
４
月
に
実
施
し
た
デ
ジ

（
３
）
そ
の
他

　
特
に
な
し
。

Ⅺ
．
閉
会
（
12
時
20
分
〜
12

時
30
分
）

１
．
次
回
会
場
校
挨
拶

　
２
０
２
２
年
度
総
会
会
場

と
な
る
横
浜
共
立
学
園
よ

り
、
坂
田
雅
雄
氏
（
横
浜
共

立
学
園
理
事
長
）
が
挨
拶
を

述
べ
ら
れ
た
。

２
．
感
謝
の
こ
と
ば

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
を
代
表
し
、
山
本
与
志
春

常
任
理
事
（
青
山
学
院
院

長
）
よ
り
、
会
場
校
に
対
し

感
謝
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ

た
。

３
．
閉
会
祈
祷

　
宮
嶋
眞
氏
（
桃
山
学
院
大

学
チ
ャ
プ
レ
ン
）
の
閉
会
祈

祷
が
行
わ
れ
た
。

４
．
閉
会
宣
言　

　
議
長
よ
り
、
閉
会
の
挨
拶

が
述
べ
ら
れ
、
２
０
２
１
年

度
第
１
０
９
回
総
会
が
閉
会

し
た
。

�
（
解
散
）
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創
立
者
長
谷
川
保
（
１
９
０
３

〜
１
９
９
４
）
は
19
歳
の
時
、
日

本
力
行
会
の
海
外
学
校
に
入
学

し
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
。
彼

を
福
祉
事
業
家
へ
と
覚
醒
さ
せ
た

の
は
、
学
校
礼
拝
の
最
中
に
「
日

本
に
と
ど
ま
っ
て
、
こ
の
国
を
救

う
た
め
に
働
け
」
と
い
う
声
を
聴

い
た
こ
と
に
あ
る
と
自
伝
は
記
録

し
て
い
る
。

　

聖
隷
学
園
の
礎
は
１
９
２
６
年

に
据
え
ら
れ
る
。
当
時
、
不
治
の

病
と
さ
れ
て
い
た
「
結
核
」
患
者

を
引
き
受
け
て
、
共
に
生
活
す
る

「
聖
隷
社
」
の
起
業
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
業
に
対
す
る
世
間
の
風

当
た
り
は
強
く
、
度
々
存
亡
の
危

機
に
晒
さ
れ
た
。
万
策
尽
き
撤
退

や
む
な
し
の
決
断
を
し
た
１
９
３

９
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
、「
特
別
御

下
賜
金
」
が
与
え
ら
れ
、
財
政
的

な
救
済
と
彼
ら
の
事
業
に
対
す
る

社
会
的
偏
見
が
一
挙
に
払
し
ょ
く

さ
れ
て
い
っ
た
。

　

終
戦
の
翌
年
１
９
４
６
年
に
、

彼
は
衆
議
院
議
員
と
な
り
、
憲
法

及
び
生
活
保
護
法
等
の
制
定
に
尽

力
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
復
興

を
祈
る
中
で
「
キ
リ
ス
ト
教
に
立

脚
し
た
教
育
事
業
を
興
す
こ
と
」

を
願
っ
て
、
１
９
４
９
年
「
遠
州

基
督
学
園
」
を
創
設
し
た
。
爾

来
、
今
日
の
保
健
医
療
福
祉
の
専

門
職
者
を
育
成
す
る
教
育
機
関
へ

と
成
長
を
続
け
、
１
９
９
２
年
の

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
看
護
大
学

開
学
へ
と
至
っ
た
。

　

彼
の
志
は
継
承
さ
れ
、
こ
ど
も

園
、
中
高
校
、
専
門
、
大
学
、
大

学
院
博
士
課
程
が
、
２
０
２
０
年

に
は
「
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教

育
」
を
展
開
す
る
小
学
校
が
開
校

し
た
。

　

１
９
２
６
年
復
活
祭
の
日
に
浜

松
の
借
家
の
二
階
で
『
聖
隷
社
』

起
業
式
が
行
わ
れ
て
以
来
、「
聖

隷
：
聖
な
る
神
の
奴
隷
」
と
「
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
：
キ
リ
ス
ト
を
担

う
者
」
を
冠
す
る
聖
隷
学
園
は
、

今
、
日
本
初
と
な
る
「
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
ク
ー
ル
」
の
開
学
に
照
準
を

合
わ
せ
て
準
備
を
進
め
、
神
の
先

手
と
し
て
の
務
め
を
担
い
続
け
て

い
る
。

�

永
井
英
司

�

〈
聖
隷
学
園
宗
教
主
任
〉

社
会
福
祉
事
業
家
・

教
育
者
と
し
て
の

長
谷
川
保

聖
隷
学
園

　

２
０
０
４
年
５
月
27
日
、

当
時
高
校
３
年
生
だ
っ
た
前

重
響
君
が
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

の
１
５
０
０
ｍ
走
中
突
然
死

す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
現
場
で
心
肺

蘇
生
を
行
い
ま
し
た
が
再
び

心
臓
が
動
き
出
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
養

護
教
諭
と
し
て
歩
き
出
し
て

間
も
な
か
っ
た
私
は
、
一
人

の
生
徒
の
命
も
守
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
自
信
を
な
く
し
、

た
だ
落
ち
込
む
ば
か
り
の
毎

日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

あ
る
日
、
亡
く
な
っ
た
前
重

君
の
お
母
さ
ん
か
ら
一
通
の

手
紙
が
届
い
た
の
で
す
。

　

「
今
回
の
事
が
先
生
方
の

心
の
傷
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
と　

そ
れ
が
ず
っ
と
私

た
ち
夫
婦
の
気
が
か
り
で
し

た
。
先
生
方
に
は
た
く
さ
ん
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講演Ⅰ

の
可
愛
い
生
徒
達
が
い
ま

す
。
彼
等
の
為
に
も
一
日
も

早
く
元
気
に
な
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
こ
の
事

を
心
の
傷
で
は
な
く
心
の
糧

に
し
て
下
さ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。」

　

こ
の
手
紙
は
事
故
の
２
週

間
後
に
届
き
ま
し
た
。
は
か

り
知
れ
な
い
苦
し
み
や
悲
し

み
の
中
、
ご
両
親
が
私
た
ち

や
学
校
の
こ
と
に
心
を
配
っ

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
驚

き
、
感
謝
し
、
今
後
は
同
じ

思
い
を
す
る
人
が
い
て
は
い

け
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

事
故
の
翌
年
か
ら
始
め
た

い
の
ち
の
教
育
は
、
主
に
以

下
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
生
徒
の
命
を
守
る
取
り
組

み１
、
校
内
11
か
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
、
課
外
活
動
へ
の
持
参

２
、
救
命
講
習
の
実
施
（
生

徒
、
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

３
、
学
校
運
営
の
基
本
に
安

全
を
（
い
の
ち
を
た
い
せ
つ

に
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配

布
）

②
い
の
ち
の
大
切
さ
を
考
え

る
取
り
組
み

１
、
聖
バ
ル
ナ
バ
病
院
思
春

期
教
室
受
講

２
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方
式
い

の
ち
の
教
育

　

講
座
例
「
親
に
な
り
ゆ
く

気
持
ち　

○
○
先
生
の
場

合
」

３
、
保
護
犬
・
保
護
猫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

４
、
ひ
び
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

講
演
例
「
子
供
た
ち
の
命

を
守
る
た
め
に
〜ASUKA

モ
デ
ル
へ
の
想
い
〜
」

　

取
り
組
み
を
始
め
た
当
初

は
、「
生
徒
た
ち
が
社
会
に

出
た
時
に
、
倒
れ
た
人
に
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
の
で
き

る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

救
命
の
心
を
も
っ
た
人
で
い

っ
ぱ
い
の
世
の
中
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
技

を
い
く
ら
教
え
て
も
、「
人

を
助
け
た
い
と
い
う
気
持

ち
」
や
「
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
」
は
な
か
な
か
育
ち
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
②
の
よ
う
な
心

を
育
て
る
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

　

前
重
君
の
ご
両
親
が
伝
え

て
く
だ
さ
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。

　

「
学
校
の
中
で
生
徒
の
命

を
守
る
た
め
に
は
、
保
護

者
、
教
職
員
、
生
徒
が
「
命

の
大
切
さ
」
や
「
な
ぜ
命
を

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
」
を
真
剣
に
考
え
、
備
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
朝
、

「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
出
か

け
た
子
ど
も
た
ち
は
必
ず

「
た
だ
い
ま
」
と
家
に
帰
っ

て
こ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
す
。
保
護
者
も
教
職
員
も

そ
の
願
い
は
同
じ
は
ず
で

す
。
学
校
の
中
で
二
度
と
息

子
の
よ
う
な
不
幸
な
事
故
が

起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。」

　

先
日
、
事
故
か
ら
17
年
の

祈
り
が
本
校
に
あ
る
慰
霊
碑

の
前
で
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
の
チ
ャ
プ
レ
ン
の

一
言
で
す
。「
こ
の
祈
り
の

時
間
が
、
慌
た
だ
し
い
日
常

の
中
、
何
が
大
切
な
の
か
を

ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る

こ
と
の
で
き
る
時
間
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
罹
患
さ
れ
て
お
ら
れ

る
方
、ま
た
、ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
く
平
穏
な
日
々
が
戻
る
こ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で

は
、
過
去
の
成
功
体
験
や
線

形
的
な
将
来
予
測
に
、
も
は

や
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大

事
な
こ
と
は
、
新
し
い
価
値

を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
「
分
析
す
る
」
で
は
な

く
、「
つ
く
る
」
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
新
し
い
価
値

を
つ
く
る
人
を
育
て
る
た
め

の
学
部
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
そ
れ
が
２
０
２

１
年
４
月
に
開
設
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
す
。

実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
デ
ザ
イ

ン
で
き
る
人
を
育
て
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
、
社
会
に
対
し
て
価
値
を

持
続
的
に
生
み
出
す
活
動
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
私
は
、

こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
力

で
多
く
の
社
会
問
題
を
解
決

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

で
は
次
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
デ

ザ
イ
ン
学
部
の
学
び
の
特
徴

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

第
一
は
、
社
会
課
題
を

「
自
分
ご
と
」
と
捉
え
る
た

め
の
学
び
で
す
。
社
会
に
価

値
を
生
み
出
す
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
る
た
め
に
は
、
社
会
の
人

々
に
寄
り
添
う
態
度
や
思
考

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
本
学
部
で
は
社
会
と

の
接
点
を
常
に
設
け
て
お
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
70
以
上

の
企
業
・
団
体
と
の
連
携
に

基
づ
く
授
業
、
半
数
以
上
の

実
務
家
教
員
、
２
年
生
・
３

年
生
の
必
修
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
で
す
。

　

第
二
は
、創
造
力
・
実
践
力

と
い
っ
た「
チ
カ
ラ
」を
身
に

つ
け
る
た
め
の
学
び
で
す
。

本
学
部
で
は
実
践
科
目
を
約

半
数
設
け
、
実
践
か
ら
学
び

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
よ
う
に

工
夫
し
て
お
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
ま
ず
１
年
次
生
で
は

正
解
の
な
い
30
以
上
の
ビ
ジ

ネ
ス
課
題
に
取
り
組
む
と
こ

ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
本
格
的

な
理
論
の
科
目
は
２
年
次
生

か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
に
実

践
の
後
に
、
知
識
・
理
論
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、知
識
・

理
論
の
必
要
性
や
意
味
を
深

く
理
解
し
、
チ
カ
ラ
に
結
び

つ
く
と
考
え
る
た
め
で
す
。

　

第
三
は
、
科
目
連
携
に
よ

る
学
び
で
す
。
当
学
部
で

は
、
自
ら
作
成
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
企
業

・
団
体
等
に
対
し
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
一
定
の

評
価
を
受
け
る
こ
と
を
卒
業

要
件
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
卒
業
要
件
に
向
け
て
、
計

72
科
目
（
う
ち
必
修
40
科

目
）
が
す
べ
て
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
実
際
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
る
た
め
に
は
総

合
的
な
知
識
が
必
要
と
な
る

た
め
で
す
。

　

今
後
も
教
職
員
が
学
生
と

共
に
学
び
つ
つ
、
創
造
力
・

実
践
力
を
高
め
る
た
め
の
学

び
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
31
回
全
国
キ
リ
ス
ト
教
学

校
人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー
案
内

　

標
記
セ
ミ
ナ
ー
が
、
８
月

16
日（
月
）10
時
〜
17
日（
火
）

15
時
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
り
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

以
下
に
本
学
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ

イ
ン
学
部
の
狙
い
と
学
び
を

ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

今
日
の
社
会
で
は
あ
ら
ゆ

る
問
題
が
不
安
定
・
不
確
実

・
複
雑
・
曖
昧
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
問
題
の
本

質
と
解
決
方
法
が
わ
か
り
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
Ｉ
Ｔ
を
中
心
と
し
た
技

術
革
新
が
急
速
に
進
ん
で
い

読後 ｢書き込みひろば｣

　読者の皆さんが感じたことを自由
に書き込んでいただける寄せ書きの
場です。より良い本紙作りの参考に
もさせていただきます。https://
bit.ly/2TgNn9tか下記ＱＲコー
ドにアクセスしてくだ
さい（書き込み可能は
７月31日まで）。

＜行事予定＞

７／17　第65回事務職員夏期学校（オンライン）

８／４　第8回中堅教員リトリート（オンライン）

　　16　教員リフレッシュ研修（オンライン）　

　　24　第７回全国事務局長・事務長会議（オンライン）

　　26　第11回中堅事務職員リトリート（オンライン）

　　27　第8回大学新任教員研修会（オンライン）

９／４　教研部会等委員長会議（オンライン）

　　７　第65回大学部会研究集会（オンライン）

　　11　キリスト教活動担当事務職員研修会（オンライン）

　　16　第63回中高研究集会（オンライン）

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
全
国
的

蔓
延
に
よ
り
今
回
の
定
時
総

会
は
、
会
場
出
席
を
大
幅
に

縮
小
し
た
前
回
に
続
い
て
異

例
な
も
の
で
し
た
。
全
会
員

校
に
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
お

願
い
し
、
会
場
に
は
議
長
と

事
務
局
、
ホ
ス
ト
で
あ
る
桃

山
学
院
関
係
者
の
み
が
参
集

し
ま
し
た
。
会
場
校
の
行
き

届
い
た
準
備
と
対
応
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
参
加
者
の
ご
協
力
に
よ

り
滞
り
な
く
議
事
が
進
行
し

た
こ
と
は
感
謝
で
し
た
が
、

多
く
の
出
席
者
が
一
同
に
会

し
て
こ
そ
の
交
流
と
親
睦
が

欠
け
た
総
会
は
何
か
大
切
な

も
の
を
置
き
去
り
に
し
て
い

る
思
い
が
し
ま
す
。
こ
の
様

な
時
に
為
す
べ
き
こ
と
を
問

い
つ
つ
日
々
の
業
に
励
み
た

い
も
の
で
す
。
変
わ
ら
な
い

土
台
に
立
ち
つ
つ
。

　

７
月
10
日
は
陰
暦
の
６
月

１
日
で
、
田
に
水
を
引
く
月

＝
み
な
づ
き
（
水
無
月
）
に

入
り
ま
す
。
梅
雨
の
雨
が
稲

の
実
り
を
も
た
ら
す
重
要
な

時
、
今
の
重
苦
し
い
霧
の
先

に
あ
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新

た
な
恵
み
に
皆
が
活
か
さ
れ

ま
す
様
に
。�

事
務
局
長

テ
ー
マ
は
「
気
づ
き
、
共
に

築
く
人
権
教
育
〜
新
型
コ
ロ

ナ
・
ウ
イ
ル
ス
危
機
の
中
で

〜
」
で
、
全
体
会
①
②
、
６

分
科
会
、
聖
書
研
究
、
礼
拝

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
行
わ
れ
る
。

　

問
合
せ
はzenkiri2021@

gmail.com

ま
た
は
Ｎ
Ｃ
Ｃ

教
育
部
（03-3203-0731

）

へ
。

創
造
力
・
実
践
力
を
高
め
る

教
育
の
推
進
︱
ビ
ジ
ネ
ス
デ

ザ
イ
ン
学
部
の
取
り
組
み
︱

桃
山
学
院
大
学
学
長　

牧
野
丹
奈
子

講
演
Ⅱ
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